液化石油ガス法38条の3（液化石油ガス設備工事の届出）
学校、病院、興行場その他の多数の者が出入する施設又は多数の者が居住する建築物であって、経済産業省令で定めるもの（規則86条）に係る液化石油ガス設備工事（貯蔵設備の貯蔵能力が５００Kgを超えるものに限る）をしたものは、遅滞なく、その旨を当該施設又は建築物の所在地を管轄する都道府県知事に届け出なければならない。
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